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究室だより 究室だより 

1. はじめに

私たちの研究室は九州大学大学院工学研究院材料工学部門

材料反応工学講座に属し、高温融体とそれを介した材料創製

プロセスについて研究・教育を展開しています。スタッフは

中島邦彦教授、助永壮平助手、田堀裕子教務職員、さらに2

名の研究員および筆者（講師）を加えた6名で構成されてお

り、また院生および学生は博士課程3名、修士課程6名およ

び学士課程7名の在籍者を抱える総勢22名の比較的大きな

研究室です（図1）。ご存知の方も多いと思いますが、九州大

学は一昨年の秋より福岡市東区の箱崎キャンパスから市の最

西端糸島半島の伊都キャンパスへ順次移転を進めており、材

料工学部門も鉄冶金学科として明治44年以来慣れ親しんだ

筥崎の街を後にして平成17年10月に居を移しました。真夏

の炎天下で強行されたあの忌々しい引っ越し作業から一年

半、実験装置群も全て立ち上がり卒論・修論シーズンの今、

鬼気迫る面持ちの学生達がへばりついて奮闘しているところ

です。

2. 研究のこと

私たちの周りに当たり前にある基盤材料（金属・ガラス・

セラミックス）は、すべて高温下における製造プロセスを経

て生産されています。私たちの研究室では、これらの高温下

における複雑な現象を様々な実験・観察を通して紐解き、基

盤材料の高温製造プロセスを円滑に、かつ高効率に制御する

指針を主に鉄鋼協会や鉄鋼関連企業との共同研究を通じて発

信しています。例えば、スラグの流動性を支配する粘性や密

度、耐火物の溶損や介在物の巻込みに関わる表面張力などの

高温融体物性を自作の測定装置を用いて高精度に測定し、

FT- IR、FT- RAMANおよびMAS - NMRなどの手法と組み

合わせることによって融体構造の観点からも解析を進めてい

ます1, 2）。

また、大量生産される基盤材料だけでなく高機能性のガラ

スおよびセラミックスの研究開発も幅広く行っています。例

えば、スリップキャスティング法を用いて金属からガラスへ

組成が連続的に変化する傾斜機能材料「FGM」を作製してい

ます。傾斜機能材料（FGM）とは、材料中の組成を連続的に

変化させることによって、異相界面の悪影響（熱膨張率差に

よる熱応力など）を解消することのできる素材の総称です。

スペースシャトルの耐熱外板などが有名ですが、従来の

FGMは組成の傾斜が不連続、つまり段階的に変化するもの

が大半であり、結局のところ異相界面の影響を完全に解消す

ることができていません。私たちの研究室では片方がガラス、

もう片方が金属というバルク体をスリップキャスティングと

いう、ガラスと金属の比重差を利用した手法を用い、完全な

連続傾斜組成を有するFGMの作製を試みています3）。また、

共同研究先の企業とともにFGMを放電灯の電極封止・導電

部に用いた高出力・高寿命の高輝度放電灯を創出する基礎実

験も展開しています（図2）。

その他にも、融点以下の粉末焼結によって作製するガラス

「高純度透明シリカガラス」や1600℃の常圧で焼結可能な
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図1 中島研究室のメンバーと九州大学伊都キャンパス 図2 FGMを電極封止・導電部に用いた高輝度放電灯
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